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まとめて掲載されている。生徒の実態に応じて教科書１ はじめに１ はじめに１ はじめに１ はじめに

数学と理科においては，新教育課程が今年度より年次進 を選択していることを考えれば，教科書に掲載されてい

行で実施されており，当然ながら本校でもスタートした。 る課題学習の題材も適していると考え，今年度について

今回の改訂では 「生きる力」を育むという理念のもと， は教科書の題材をそのまま扱うこととした。，

知識や技能の習得とともに思考力・判断力・表現力などの (2) 実施時期と実施方法

育成が重視されており，科目編成や指導内容などにも少な 今年度から新しい教育課程がスタートしたが，本校の

からず変更があった。その中でも，特に話題に上る大きな ように１年次に学ぶ「数学Ⅰ ・ 数学Ａ」において「数」「

変更点としては，次の２つが挙げられる。１つ目は，１年 学Ａ」の３つの領域をすべて実施する場合には，従来よ

次に学ぶ学校が多いと思われる「数学Ⅰ ・ 数学Ａ」に り学習内容が増加しており，通常の授業の中で課題学習」「

おいて 「データの分析 ・ 整数の性質」が指導内容に入 を実施することは，進度の面から考えると困難である。， 」「

ったことであり，２つ目は，これらの２科目において課題 そこで，本校では教科書に掲載されている題材をプリン

学習が内容に位置付けされたことである。どちらも大きな トにして，長期休業中の課題として実施した。

改訂であり，どのように実施していくのかを試行錯誤して

４ 課題学習の実施４ 課題学習の実施４ 課題学習の実施４ 課題学習の実施いる学校や教師が多いことは容易に想像され，私もその１

， 「 」 「 」人である。 本校では １学期に数学Ⅰの 数と式 と 二次関数

このような状況の中，研究部ではこれまでの「自由研究 を学習したため，教科書に掲載されている以下の３つの

委員会 を今年度は 自由 課題 研究委員会 に変更し 題材を夏季休業中の課題として与え，各自で添削したも」 「 （ ） 」 ，

課題学習に関する研究を含めることとした。そこで，今年 のを提出させた。

度本校で実施した課題学習を紹介することで，研究に替え (1) 開平法

ることとした。私自身も初めてのことであるとともに，研 平方根を筆算で求める３つの計算法について学び，

究心にあふれているとは言いがたい人物であるため，十分 その意味を理解するとともに，実際に具体的な値につ

な考察はできないが 少しでも参考になればと考えている いて平方根の近似値を求める。， 。

２ 課題学習について２ 課題学習について２ 課題学習について２ 課題学習について

学習指導要領では，課題学習について「内容又はそれら

を相互に関連付けた内容を生活と関連付けたり発展させた

りするなどして，生徒の関心や意欲を高める課題を設け，

生徒の主体的な学習を促し，数学のよさを認識できるよう

にする 」と記されている。生徒の実態に応じて適切な課。

題を設定することが最も重要であると思われるが，その内

容は「学習内容を生活と関連付けた題材 「学習内容を」，

発展させた題材」の２つが考えられる。

また，実施の時期や場面についても，必ずしも各単元の

指導直後である必要はなく，指導前に行うことでその単元

に関心を持たせたり，長期休業中の課題とすることなども

考えられる。

３ 本校での課題学習の実施方法３ 本校での課題学習の実施方法３ 本校での課題学習の実施方法３ 本校での課題学習の実施方法

(1) 題材の設定

先に述べたとおり，課題学習の実施においては，適切な

題材を設定することが最も重要であるが，独自の題材を準

備することは教師の負担が大きく，どこの学校でもできる

ことではない。課題学習は学習指導要領に明記されている

ため，各教科書にもいくつかの題材が掲載されている。本

校では数学Ⅰにおいて「数学Ⅰ（数研出版 」を使用して）

いるが，その中にも各単元に関連する７つの題材が最後に



ほとんどの生徒たちは，筆算で平方根を求めたことがな (3) 絶対値を含む関数と不等式

く，その意味を理解するのに時間を要していた。正確な調 絶対値を含む１次不等式・２次不等式を解くのに，関

査は行っていないが，課題提出後に何人かの生徒に話を聞 数のグラフを利用する方法について調べる問題である。

いてみると，この課題が最も難しかったようで，正答率も

低かった。私自身もこれまでに開平法を用いて計算したこ

とはなく，これらの方法を知ったのも初めてであった。１

年生には難易度が高いと思われるが，計算機のない時代の

人々の工夫を知るよい機会になったと思われる。

(2) ２次関数がもつ性質

２つの量 ， についていくつかの値の組が与えられたx y

とき， が の２次関数になっているかどうかを調べる問y x

題である。２次関数においては，グラフ上の３点の座標が

与えられると関数が決定するため，初めの３つの ， のx y

値をとるような２次関数を求め，残りの ， の値がそのx y

２次関数を満たすかを調べればよいが，ここでは２次関数

の性質

， ，f x =ax +bx+c g x =f x+ f x( ) について ( ) ( 1)－ ( )とすると2

( 1)－ ( )は定数2 であるg x+ g x a

を導き，これを用いて上記のことを調べるとともに，グラ

フ上の３点が与えられた２次関数について， の係数を求x2

めさせている。

３つの中では，正答率も理解度も最も高かった。絶対

値を含む関数のグラフや絶対値を含む方程式・不等式を

場合分けを用いて解くことも学習済みであったため，そ

れらの関係を視覚的に確認することで，より理解を深め

ることができたと思う。

５ まとめと今後の課題５ まとめと今後の課題５ まとめと今後の課題５ まとめと今後の課題

夏季休業中の課題として与えたため，生徒たちはまじ

めに取り組んでいたが，学習内容との関連が高いものと

そうでないものとの差が大きく，学習内容に関する興味

・関心を十分に引き出したとは言い難い。今回は１学期

の学習内容に関連するものだけであったので内容が限ら

れたが，今後は「図形と計量」や「データの分析」及び

数学Ａの単元についても実施していく予定であり，題材

の精選も必要になるであろう。

また，今回は教師の負担を減らすために，教科書に掲

載されている題材をそのまま使用したが，生徒の実情に

合わせて適切な題材を設定することはこれからの大きな

誘導に従えば，課題に対して解答を行うことは比較的容 テーマであり，ふさわしい題材を教師が自ら作成するこ

易であるが，これらの有用性があまり感じられないため， とが望ましいが，多忙な現状を考えれば，課題学習のテ

与えられた計算を行っただけと感じている生徒が多いであ ーマがどのように与えられているかということも，教科

ろう。 書を選択する１つの要因になるのではないだろうか。


